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平成１５年１０月１０日 

静岡県立磐田南高等学校 

尾崎楠馬先生50回忌法要 

実行委員会 

印刷　総合印刷　㈱大進堂 

50
回
忌
法
要
盛
大
に

2
月
2
日
（
日
）
見
性
寺
に
て

尾崎楠馬校長先生　開校式に配布された記念写真帖から転写

初
代
校
長

尾
崎
楠
馬
先
生
を
し
の
ぶ

50回忌の栞（中19回鈴木直之さ
ん作成）。
上の尾崎先生の写真、左の文（作者は、

高9回寺田伊勢男さん）は栞より転載

追悼の辞を述べる中3回山内克巳さん

梅
の
花
が
咲
き
始
め
た
見
性
寺
の
本
堂

は
、
い
ま
だ
寒
く
ス
ト
ー
ブ
の
暖
を
と
り

な
が
ら
、
尾
崎
楠
馬
先
生
50
回
忌
法
要
が
、

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
壇
に
安
置
さ
れ
た
先
生
の
位
牌
に
む

か
っ
て
、
発
起
人
代
表
の
山
内
克
巳
さ
ん

が
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

住
職
の
読
経
に
合
わ
せ
て
、
先
生
の
徳
を

慕
っ
て
集
ま
っ
た
教
え
子
と
縁
者
70
名
余

が
襟
を
正
し
て
合
掌
し
、
香
を
焚
き
、
先

生
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
先
生
を
偲
ん
で
の
想
い
出
話

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
墓
前
に
移

り
、
再
度
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

尾
崎
校
長
・
小
田
原
教
頭

真
の
人
間
教
育
を
目
指
す



（2）平成１５年１０月１０日 尾 崎 楠 馬 先 生 50 回 忌 特 集 特別号

初
め
桜
洋
、
後
に
桜
汀
と
号
す
る
。
蓋
し
郷
里
桜

浜
の
名
に
因
む
。

明
治
11
年
（
１
歳
）

10
月
１
日
高
知
県
安
芸
郡
赤
野
村
桜
浜
76
番
屋
敷
に

お
い
て
、
父
尾
崎
徳
次
郎
、
母
楠
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
る

明
治
13
年
（
３
歳
）

弟
出
生
の
た
め
、
安
芸
郡
安
芸
町
本
町
な
る
母
の
実

家
船
本
家
に
預
け
ら
れ
る
。
当
主
は
叔
父
楠
吉
、
祖

母
健
在
に
て
そ
の
養
育
を
受
け
る

明
治
17
年
（
７
歳
）

１
月
（
満
５
歳
３
か
月
）
安
芸
町
安
芸
小
学
校
に
入

学
明
治
20
年
（
10
歳
）

９
月
高
知
県
尋
常
師
範
学
校
付
属
小
学
校
に
転
校

明
治
18
年
よ
り
25
年
３
月
ま
で
叔
父
船
本
楠
吉
、
高

知
県
立
高
知
尋
常
中
学
校
（
後
の
県
立
高
知
城
東
中

学
校
）
に
奉
職
中
に
て
、
こ
の
年
よ
り
そ
の
膝
下
に

移
る
。
安
芸
町
の
祖
母
の
も
と
に
在
っ
た
間
は
毎
晩

そ
の
肩
を
叩
き
、
祖
母
は
地
唄
等
を
聞
か
せ
て
労
を

ね
ぎ
ら
っ
た
と
い
う

明
治
24
年
（
14
歳
）

９
月
高
知
尋
常
中
学
校
に
入
学

明
治
25
年
（
15
歳
）

３
月
叔
父
郷
里
に
奉
職
す
る
に
及
び
、
同
校
を
退
学

し
て
安
芸
町
に
帰
る

９
月
安
芸
町
芸
陽
高
等
小
学
校
第
４
学
年
に
編
入

明
治
27
年
（
17
歳
）

５
月
安
芸
郡
役
所
給
仕
を
拝
命

明
治
28
年
（
18
歳
）

10
月
１
日
高
知
県
立
簡
易
農
学
校
水
産
撰
科
に
入
学

明
治
29
年
（
19
歳
）

４
月
８
日
に
高
知
県
師
範
学
校
に
入
学

明
治
31
年
（
21
歳
）

９
月
水
泳
術
練
習
50
町
長
渡
り
を
修
了

明
治
33
年
（
23
歳
）

３
月
31
日
高
知
県
師
範
学
校
本
科
を
卒
業

４
月
13
日
安
芸
郡
芸
陽
高
等
小
学
校
訓
導
を
拝
命

６
月
１
日
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
44
聨
隊
に
入
営

明
治
34
年
（
24
歳
）

10
月
高
知
県
立
第
一
中
学
校
助
教
諭
心
得
兼
務
、
分

校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る

明
治
36
年
（
26
歳
）

４
月
８
日
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入
学

明
治
37
年
（
27
歳
）

10
月
27
日
次
弟
駒
之
助
、勤
務
先
の
大
阪
に
て
病
を
得
、

帰
郷
療
養
中
没
す
る
、
享
年
25
歳
。
落
胆
甚
だ
し

明
治
38
年
（
28
歳
）

８
月
19
日
３
歳
よ
り
養
育
を
受
け
た
船
本
祖
母
84
歳

に
て
病
没

明
治
40
年
（
30
歳
）

３
月
31
日
東
京
高
等
師
範
学
校
本
科
国
語
漢
文
部
を

卒
業

尾
崎
先
生
と
同
窓
生
に
感
謝

発
起
人
副
代
表
・
同
窓
会
長

高
11
回
　
大
橋
　
忍

初
代
校
長
尾
崎
楠
馬
先
生
の
50
回
忌
法

要
が
、
本
年
２
月
２
日
、
大
変
寒
い
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
営
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
同
窓
生
よ
り
心
温
ま
る
ご
芳
志
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
法
要
を
計
画
・
お
世
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
発
起
人
・
世
話
人
の
方
々
に
も
、

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
の
春
頃
、
見
中
19
回
生
の
佐
藤

清
司
さ
ん
が
尾
崎
先
生
の
思
い
出
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、
高
21
回
生
が

総
会
担
当
年
次
の
平
成
２
年
夏
に
作
成
し

た
ビ
デ
オ
「
ド
カ
中
賛
歌
・
尾
崎
楠
馬
物

語
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

暮
れ
に
、
佐
藤
先
輩
は
こ
の
ビ
デ
オ
を

見
て
、
そ
の
最
後
に
「
昭
和
29
年
２
月
５

日
未
明
尾
崎
楠
馬
先
生
逝
去
・
享
年
77
才

の
生
涯
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
再
来

年
は
50
回
忌
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と

連
絡
を
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
年
が
明
け
て
か
ら
、
同
窓
生

有
志
で
法
要
を
行
い
た
い
の
で
、
同
窓
会

と
し
て
も
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

旨
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

早
速
、
同
窓
会
役
員
会
で
検
討
し
、
協

力
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
見
中
卒
業

の
方
々
を
中
心
に
発
起
人
を
選
出
。
そ
し

て
、
世
話
人
会
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
秋
か

ら
ご
芳
志
の
受
け
つ
け
も
開
始
し
ま
し
た
。

世
話
人
の
方
々
は
、
10
回
程
の
打
ち
合
わ

せ
会
を
も
ち
、
資
料
の
収
集
、
当
日
の
準

備
な
ど
、
熱
く
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
特
別
号
の
発
行
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

校
訓
「
質
実
剛
健
・
真
剣
至
誠
・
文
武

両
道
」
は
、
今
も
私
達
の
支
え
で
あ
り
ま

す
。
真
の
人
間
教
育
を
目
指
す
建
学
の
精

神
は
、
今
日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

歴
史
と
伝
統
を
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

尾
崎
先
生
頌
徳
之
碑
の
銘
に

「
資
性
謹
厳
重
厚
識
見
高
邁
ニ

シ
テ
人
格
皎
潔
」
と
あ
る
が
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
。
在
学
中
は

そ
の
真
髄
を
学
び
得
な
か
っ
た

が
、
む
し
ろ
卒
業
後
、
水
泳
部

の
指
導
を
し
て
い
た
一
人
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
先
生
に
接
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
中
の
一
事
件
を
述
べ

る
。
杉
浦
重
雄
と
い
う
有
望
選

手
が
４
年
生
の
春
、
仲
間
と
芸

者
遊
び
を
し
た
こ
と
が
ば
れ
、

即
時
退
学
と
決
定
。
何
し
ろ
映

画
館
に
入
っ
て
も
見
付
か
れ
ば

停
学
と
い
う
時
代
。
水
泳
部
長

が
心
配
顔
で
知
ら
せ
て
き
た
。

私
は
、
彼
が
居
な
け
れ
ば
水
泳

部
は
衰
退
し
て
し
ま
う
と
思

い
、
必
死
な
覚
悟
で
校
長
室
に

と
び
こ
ん
だ
。「
ど
う
か
杉
浦

の
退
校
は
思
い
留
ま
っ
て
下
さ

い
。
彼
は
水
泳
が
生
甲
斐
で
す
。

も
し
彼
を
そ
の
ま
ま
退
校
さ
せ

れ
ば
ま
た
不
良
少
年
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
学
校
は
こ
う
い

う
素
行
の
悪
い
者
を
善
導
す
る

の
が
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」校

長
は
、
大
き
な
目
を
ギ
ョ

か
つ
て
は
、
元
日
の
早
朝
毎

年
の
よ
う
に
、
見
付
の
天
神
様

と
総
社
の
間
の
ど
こ
か
で
、
先

生
と
行
き
合
い
挨
拶
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
い
つ
も
和
服
の
着

流
し
姿
で
、
腕
組
み
し
な
が
ら
、

下
駄
履
き
の
ま
ま
歩
い
て
居
ら

れ
た
。
私
は
昭
和
19
年
４
月
の

入
学
な
の
で
、
教
室
で
親
し
く

授
業
を
受
け
る
機
会
は
な
か
っ

た
が
、
入
学
式
・
卒
業
式
の
都

度
、
来
賓
と
し
て
お
出
で
下
さ

ロ
リ
と
私
を
見
つ
め
た
。「
若

し
許
さ
れ
る
な
ら
私
が
責
任
を

持
っ
て
彼
を
家
に
引
き
取
り
監

督
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
願
い
し

ま
す
」
先
生
黙
然
。
し
か
し
、

翌
日
の
職
員
会
議
で
死
一
等
を

減
じ
三
ヶ
月
の
停
学
で
済
ん

だ
。
私
は
校
長
の
決
断
に
涙
を

流
し
た
。

彼
は
、
後
に
早
大
に
進
み
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
金
メ
ダ

ル
。
日
本
の
優
勝
に
貢
献
し
た

の
で
あ
る
。

後
に
、
校
長
は
私
の
結
婚
式

に
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
出
席
さ
れ
、

私
の
母
に
「
長
い
間
杉
浦
の
面

倒
有
り
難
う
」
と
言
わ
れ
た
。

っ
た
先
生
が
、
即
興
で
作
ら
れ

た
漢
詩
を
ご
披
露
さ
れ
る
の
に

は
、
畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
か

っ
た
。

私
も
先
生
が
卒
業
さ
れ
た
東

京
高
等
師
範
・
文
理
科
大
学
の

新
制
東
京
教
育
大
学
に
進
ん

だ
。
あ
る
教
授
か
ら
「
出
身
校

は
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、「
見
付

中
学
で
す
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
あ
そ
こ
に
は
尾
崎
楠
馬
と
い

う
校
長
が
い
た
で
し
ょ
う
」、

「
簡
野
道
明
の
書
い
た
も
の
に

『
畏
友
尾
崎
楠
馬
君
』
と
出
て

く
る
。
よ
ほ
ど
偉
い
人
な
ん
で

す
ね
。
今
ど
う
し
て
居
ら
れ
ま

す
か
」
と
聞
か
れ
て
、
先
生
の

名
が
、
天
下
に
轟
い
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。

私
の
い
と
こ
は
見
中
第
１
回

卒
業
生
で
、
兄
は
18
回
卒
、
姉

の
つ
れ
あ
い
が
12
回
卒
等
々
、

親
戚
に
は
尾
崎
校
長
を
知
る
者

が
幾
人
も
居
て
、
そ
の
お
人
柄

に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
耳
に

し
て
い
た
。
大
学
の
後
輩
と
な

っ
て
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
そ
し
て
奉
職
。
都
立
高

校
の
校
長
と
し
て
、
教
育
の
い

ろ
い
ろ
な
場
面
に
遭
遇
し
た

時
、
い
つ
も
思
い
出
さ
れ
た
の

は
、
尾
崎
校
長
の
風
貌
と
言
動

で
あ
っ
た
。「
先
生
な
ら
ど
う

な
さ
い
ま
す
か
」
と
、
心
の
な

か
で
問
う
て
い
た
。

勤
労
に
よ
る
人
間
性
陶
冶
の

哲
学
は
、
今
も
私
の
な
か
に
生

き
て
い
る
。

●

法
要
に
参
列
い
た
し
度
い
が

高
齢
の
た
め
出
席
で
き
ま
せ

ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

中
１
回
　
岩
波
重
三

●

高
知
訪
問
も
参
加
し
た
い

が
、
老
人
で
行
け
ず
残
念
で
す
。

中
７
回
　
伊
藤
覚
司

●

尾
崎
先
生
が
入
院
の
為
東
京

駅
に
到
着
さ
れ
た
際
、
同
窓
生

が
出
迎
え
た
こ
と
を
昨
日
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。

中
14
回
　
大
庭
定
雄

●

法
要
を
営
ま
れ
ま
す
こ
と
に

感
慨
無
量
で
す
。

中
15
回
　
鈴
木
鋭
彦

●

尾
崎
先
生
の
教
え
が
私
の
人

生
の
樹
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見

付
中
学
に
入
校
し
た
事
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
母
校
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
止
み

ま
せ
ん
。
中
15
回
　
後
藤
一
二

●

尾
崎
校
長
先
生
の
御
教
訓
を

胸
に
今
も
頑
張
っ
て
居
り
ま

す
。

中
15
回
　
大
庭
恂
一
　

●

兄
の
相
場
長
衛
、
相
場
敏
郎

（
故
人
と
な
り
ま
し
た
）
が
先

生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

見
性
寺
で
は
、
演
劇
部
当
時
合

宿
で
お
世
話
に
な
り
、
泉
の
あ

る
池
や
当
時
の
住
職
さ
ん
を
思

い
出
し
ま
す
。
気
持
ち
だ
け
で

す
が
。
高
２
回
　
日
比
野
誓
五

●

見
中
２
回
卒
故
内
藤
俊
一
と

見
中
10
回
卒
故
寺
田
謙
三
が
尾

崎
先
生
に
は
お
世
話
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
私
の
家
（
現
磐
田

市
笠
梅
）
に
は
先
生
が
良
く
遊

び
に
来
ら
れ
た
と
叔
母
か
ら
聞

い
て
お
り
ま
す
。
御
法
要
が
盛

会
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。高

10
回
　
内
藤
俊
彦

●

中
４
回
生
の
父
の
堀
内
貞
雄

と
私
の
気
持
で
す
。

高
22
回
　
大
羽
よ
し
え

祭
壇
に
は
、
同
窓
会
と
後
援
会
の
生
花
、
学
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

盛
籠
が
供
え
ら
れ
た

遠
路
ご
来
席
の
高
田
岩
男
さ
ん
（
左
）

尾
崎
楠
馬
校
長
を
憶
う

同
窓
会
関
東
支
部
長

高
２
回
　
高
田
岩
男

尾崎校長の遺徳の大きさ改めて実感

尾
崎
楠
馬
先
生
は
、
心
の

。

尾
崎
楠
馬
先
生
50
回
忌
法
要
実
行
委
員

発
起
人
代
　
表

中
３
回
　
山
内
克
巳

副
代
表

中
４
回
　
石
川
博
敏

副
代
表

高
11
回
　
大
橋
忍

（
同
窓
会
長
）

中
１
〜
20
回
　
評
議
員

世
話
人
代
　
表

中
19
回
　
佐
藤
清
司

（
遺
稿
集
よ
り
抜
粋
） 

想
い
出
の
一
事
件

発
起
人
代
表中

３
回
　
山
内
克
巳

ご
芳
志
払
込
取
扱
票

通
信
欄
よ
り

同窓生ら約70名が参列



（3）平成１５年１０月１０日 尾 崎 楠 馬 先 生 50 回 忌 特 集 特別号

私
は
見
付
中
学
で
、
尾
崎
楠

馬
先
生
と
、
小
田
原
勇
教
頭
の

両
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
事
を

本
当
に
有
難
く
思
っ
て
い
る
。

両
先
生
は
稀
世
の
傑
出
し
た

教
育
者
で
、
見
付
中
学
を
死
に

場
所
と
定
め
て
、
学
校
愛
・
生

徒
愛
に
燃
え
て
渾
身
情
熱
を
傾

注
。人

格
皎
潔
、
識
見
高
邁
土
佐

ッ
ポ
の
尾
崎
校
長
と
、
古
武
士

の
気
概
あ
る
薩
摩
隼
人
の
小
田

原
教
頭
と
堅
く
組
ん
だ
刎
頚
の

交
わ
り
か
ら
発
す
る
魅
力
的
な

教
育
方
針
。
質
実
剛
健
の
校
風

樹
立
、
労
作
教
育
の
慣
行
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
か
ら
、
東

大
や
国
立
大
学
や
専
門
学
校
に

多
数
合
格
出
来
た
の
も
、
労
作

教
育
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
卓
抜

な
精
神
教
育
の
賜
で
あ
る
。

モ
ッ
コ
の
土
運
び
、
土
堀
り
、

こ
の
過
重
労
働
に
堪
え
、
顔
の

写
る
ま
で
廊
下
を
磨
き
、
人
に

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
夜
中
の
暗

い
中
に
教
室
を
掃
除
す
る
陰
徳

は
他
校
生
の
ま
ね
の
出
来
な
い

も
の
。

私
は
浜
松
師
範
学
校
在
学
中

の
18
歳
の
夏
、
最
愛
の
母
を
失

い
そ
の
深
い
悲
し
み
を
32
頁
に

綴
っ
て
尾
崎
先
生
に
送
り
、
心

の
こ
も
っ
た
慰
め
の
お
言
葉
を

頂
い
た
。
又
、
妻
や
子
供
と
先

生
を
訪
問
し
て
高
知
の
大
蟹
を

頂
い
た
思
い
出
。
先
生
没
後
、

奥
様
を
見
舞
っ
た
そ
の
日
の

朝
、
同
級
の
堀
内
君
が
自
分
で

作
っ
た
野
菜
を
沢
山
玄
関
に
ほ

う
り
込
ん
で
く
れ
た
と
奥
さ
ん

が
話
し
て
く
れ
た
。
先
生
は
20

年
間
見
中
同
一
校
に
勤
め
、
死

後
そ
の
全
財
産
を
見
付
中
学
に

寄
付
さ
れ
た
。

先
生
は
す
べ
て
の
生
徒
を
愛

し
て
、
卒
業
後
も
そ
の
動
向
を

知
悉
さ
れ
て
い
た
。

私
に
対
し
て
も
「
関
君
は
母

の
研
究
に
於
い
て
は
全
国
に
も

稀
な
存
在
で
あ
る
」
と
ほ
め
て

１
、
清
水
豊
翠
さ
ん

尾
崎
先
生
の
お
墓
は
、
い
つ

行
っ
て
も
新
し
い
生
花
が
絶
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
住
職

に
訊
ね
た
と
こ
ろ
「
名
乗
ら
な

い
で
し
ょ
う
ね
」
と
。（
同
窓
会

だ
よ
り
19
号
「
随
所
作
主
」
参
照
）

そ
れ
か
ら
数
年
、
ず
っ
と
ど

の
よ
う
な
ご
縁
の
方
か
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
50
回
忌

を
機
会
に
再
度
訊
ね
た
と
こ

ろ
、
重
い
口
を
開
い
て
「
天
王

町
に
お
住
ま
い
の
書
家
・
清
水

豊
翠
さ
ん
で
す
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

１
月
20
日
、
同
窓
会
長
は
じ

め
７
人
が
見
性
寺
の
庫
裏
を
お

借
り
し
、
清
水
さ
ん
に
初
め
て

お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。

豊
翠
さ
ん
の
祖
父
、
清
水
福

三
郎
さ
ん
は
、
旧
見
付
町
の
助

役
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
尾

崎
先
生
が
見
付
中
学
に
赴
任
さ

れ
、
先
生
に
天
王
町
の
仮
住
居

を
お
世
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

先
生
は
永
住
の
地
と
定
め
た
地

脇
町
に
住
居
を
構
え
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
清
水
家
と
深
い
お
付

合
い
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

豊
翠
さ
ん
は
、
子
供
心
に
立

派
な
先
生
だ
と
尊
敬
の
念
を
抱

き
、
毎
朝
登
校
時
に
先
生
と
擦

れ
違
っ
た
時
お
辞
儀
を
す
る

と
、
先
生
も
ソ
フ
ト
帽
子
を
と

っ
て
会
釈
し
て
く
れ
た
こ
と

を
、
今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出

す
と
の
こ
と
。

先
生
亡
き
後
、
奥
様
の
芳
さ

ん
と
も
親
交
厚
く
、
そ
の
奥
様

も
昭
和
51
年
に
亡
く
な
ら
れ
た

た
め
、
跡
継
ぎ
の
お
ら
れ
な
い

先
生
ご
夫
妻
の
お
墓
を
守
っ
て

下
さ
っ
て
い
る
と
伺
い
、
一
同

大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
孫
達
を
伴
い
見
性
寺

へ
墓
参
し
、
尾
崎
先
生
の
こ
と

を
話
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

５
代
に
渡
っ
て
尾
崎
家
を
お

世
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
清

水
家
の
方
々
に
、
法
要
の
席
で

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

１
、
発
起
人
・
世
話
人
会
立
ち
上
げ
ま
で

平
成
13
年
暮
れ
、
磐
南
高
在
学
中
の
二

人
の
孫
達
に
「
ド
カ
中
賛
歌
・
尾
崎
楠
馬

物
語
」
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
私
は
、

尾
崎
校
長
の
50
回
忌
に
気
づ
き
、
先
生
の

葬
儀
が
同
窓
会
葬
と
し
て
講
堂
で
行
わ
れ

た
日
の
記
憶
が
微
か
に
甦
り
ま
し
た
。

先
生
の
薫
陶
を
直
接
受
け
た
同
窓
生
は
、

現
在
約
１
２
０
０
名
が
生
存
。
自
分
が
手

を
挙
げ
る
べ
き
か
数
日
考
え
た
末
、
山
内

克
巳
先
輩
を
訪
ね
ま
し
た
。「
も
う
、
そ
ん

な
に
な
る
か
な
あ
。
入
院
し
た
時
、
中
泉

駅
（
現
磐
田
駅
）
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た

の
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

同
窓
会
に
相
談
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
」
と

の
賛
同
を
え
ま
し
た
の
で
、
そ
の
足
で
石

川
博
敏
先
輩
の
事
務
所
へ
。「
気
が
つ
か
な

か
っ
た
な
あ
。
同
級
生
が
積
み
立
て
た
金

が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
使
っ
て
も
い
い
よ
」

と
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
同
窓
会
長
に
支
援
を
お
願
い

し
、
14
年
度
総
会
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
同
窓
生
有
志
で
法
要
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
同
窓
会
だ
よ
り
24
号
に
法
要

の
お
知
ら
せ
を
載
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

２
、
感
謝
と
激
励
の
こ
と
ば
続
々
と

「
尾
崎
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
ま
す
。
今
回
の
法
要
の
計
画
嬉
し
く

思
い
ま
す
」
他
た
く
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
中
17
回

の
岡
本
先
輩
の
「
尾
崎
先
生
に
は
格
別
に

可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
些
少

で
す
が
仲
間
に
い
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
、
組
織
が
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
（
老
婆
心
な
が
ら
）
振
込
み
を
躊

躇
さ
れ
る
方
が
あ
る
の
で
は
…
と
、
心
配

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
云
々
」
は
、
私
の

危
惧
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
ズ
バ
リ
指
摘
さ

れ
、
正
直
な
と
こ
ろ
一
時
挫
折
感
を
覚
え

ま
し
た
。

た
し
か
に
、
あ
の
お
知
ら
せ
を
見
る
か

ぎ
り
、
個
人
の
呼
び
か
け
と
解
釈
さ
れ
る

２
、
松
桜
会

松
桜
会
は
、
毎
年
７
月
の
第

１
土
曜
日
に
代
表
者
が
見
性
寺

に
集
ま
り
、
住
職
の
読
経
と
卒

塔
婆
を
供
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

松
桜
会
は
、「
将
来
我
が
国

の
教
育
を
双
肩
に
背
負
っ
て
立

と
う
…
」
と
、
見
付
中
学
か
ら

浜
松
師
範
及
び
静
岡
師
範
に
進

ん
だ
同
窓
生
に
よ
っ
て
、
昭
和

５
年
３
月
、
先
生
を
会
長
と
し

て
結
成
さ
れ
た
会
で
あ
る
。

（
尾
崎
楠
馬
先
生
遺
稿
集
よ
り
）

編
集
の
過
程
で
、
清
水
豊
翠

さ
ん
の
孫
が
鈴
木
悠
里
さ
ん

（
次
頁
）
だ
と
判
り
ま
し
た
。

同
日
校
友
会
長
嘉
納
治
五
郎
先
生
よ
り
表
彰
さ
れ
る

東
京
高
等
師
範
学
校
在
学
中
よ
り
卒
業
後
に
至
る
ま

で
特
に
知
遇
を
辱
く
し
た
の
は
、桜
井
寅
之
助
先
生
、

吉
田
弥
平
先
生

４
月
５
日
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
教
諭
を
拝
命
同
日

舎
監
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
る

明
治
41
年
（
31
歳
）

７
月
25
日
同
僚
大
峡
秀
栄
氏
の
勧
め
に
よ
り
日
暮
里

両
忘
菴
に
入
門
、
釈
宗
活
禅
師
に
参
禅
、
７
月
29
日

少
林
の
道
号
を
授
与
さ
れ
る

明
治
44
年
（
34
歳
）

４
月
15
日
母
郷
里
に
て
病
没
、
享
年
56
歳

土
浦
中
学
校
在
職
中
、
先
輩
遺
沢
恒
猪
氏
の
知
己
を

得
、
後
年
見
付
中
学
校
創
立
に
際
し
職
員
組
織
に
つ

い
て
大
い
に
尽
力
を
受
け
る
。
ま
た
、
大
峡
秀
栄
、

北

吉
、
小
田
原
勇
の
盟
友
を
得
る
。
な
お
こ
の

間
、
従
弟
船
本
昇
、
同
晋
を
引
き
取
り
、
東
京
高
等

工
業
学
校
に
入
学
さ
せ
る

７
月
31
日
青
山
師
範
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る

大
正
２
年
（
36
歳
）

10
月
５
日
第
一
高
等
学
校
教
授
に
し
て
同
郷
の
須
藤

伝
次
郎
氏
夫
妻
の
媒
酌
に
よ
り
、
旧
鳥
取
藩
出
身
亡

宮
川
達
夫
長
女
芳
と
結
婚

大
正
６
年
（
40
歳
）

３
月
31
日
浜
松
師
範
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
当
時
同
校
の
校
長
津
久
井
徳
次
郎
氏
は
青
山
師
範

在
職
時
の
舎
監
長
）

大
正
10
年
（
44
歳
）

３
月
31
日
釈
宗
活
禅
師
よ
り
大
事
了
畢
に
よ
り
印
可

を
受
け
る
。
入
門
以
来
14
年

大
正
11
年
（
45
歳
）

２
月
20
日
静
岡
県
立
見
付
中
学
校
長
兼
静
岡
県
立
見

付
中
学
校
教
諭
に
補
せ
ら
れ
る
　
　

３
月
28
日
釈
宗
活
禅
師
よ
り
胡
蘆
菴
の
菴
号
並
び
に

絡
子
を
面
授
さ
れ
る

大
正
12
年
（
46
歳
）

９
月
24
日
郷
里
に
て
父
病
没
、
享
年
75
歳

大
正
15
年
（
49
歳
）

11
月
６
日
見
付
中
学
校
開
校
式
を
挙
行
す
る

昭
和
３
年
（
51
歳
）

３
月
10
日
住
宅
建
築
の
た
め
柴
田
善
三
郎
氏
よ
り
見

付
町
字
北
野
（
磐
田
市
地
脇
町
）
に
畑
を
買
う

８
月
22
日
見
付
住
宅
組
合
に
入
り
、
見
付
町
南
小
路

の
住
居
よ
り
新
築
の
北
野
の
家
に
移
る

昭
和
11
年
（
59
歳
）

５
月
11
日
叙
勲
５
等
授
瑞
宝
章

昭
和
17
年
（
65
歳
）

２
月
１
日
大
政
翼
賛
会
磐
田
郡
支
部
協
力
会
議
員
を

委
嘱
さ
れ
る

３
月
31
日
願
に
よ
り
本
職
並
び
に
兼
職
を
免
ぜ
ら
れ

る
。
見
付
中
学
校
創
設
以
来
在
職
20
年
、
芸
陽
高
等

小
学
校
訓
導
拝
命
以
来
満
42
年
に
て
教
職
を
了
わ
る

４
月
13
日
県
知
事
よ
り
教
育
功
労
者
特
別
表
彰
を
受

け
る

昭
和
18
年
（
66
歳
）

10
月
９
日
見
付
中
学
校
図
書
館
前
に
お
い
て
、
頌
徳

碑
の
除
幕
式
挙
行
さ
れ
る

尾
崎
楠
馬
先
生

50
回
忌
を
終
え
て

世
話
人
代
表

中
19
回
　
佐
藤
清
司

尾
崎
校
長
を
偲
ん
で

●

１
回
生
の
思
い
出

中
１
回
　
関
　
吉
太
郎

●

労
作
教
育
と
人
間
教
育

中
４
回
　
石
川
　
博
敏

●

生
徒
・
教
師
か
ら
見
た
尾
崎
校
長
像

中
５
回
　
友
田
　
　
好

●

尾
崎
教
育
振
興
基
金
の
活
動
状
況

学
校
後
援
会
理
事
長

高
１
回
　
加
藤
喜
一
郎

●

土
佐
の
生
地
を
訪
ね
て

高
14
回
　
橋
本
　
洋
子

●

建
学
の
精
神
の
現
状

学
校
長
　
内
山
　
賢
二

恩
師
尾
崎
楠
馬
先
生

中
１
回
　
関
　
吉
太
郎

（右）尾崎先生の奥様没後26年有余の間、毎月香華を
供えて下さった清水豊翠さんに感謝の品（高13回寺澤
彰紘さん作の吹きガラス花瓶）を贈呈

（上）見性寺の松山住職の読経に合わせ合掌・焼香

絶
え
る
こ
と
の
な
い香
華

世
話
人
　
高
14
回
　
橋
本
洋
子

見中魂健在！
先生を偲び熱っぽく語る

純
粋
な
き
れ
い
な
方
で
し
た
。

中
２
回
　
浅
羽
芳
郎

副
代
表

中
20
回
　
柏
原
博
一

世
話
人
高
17
回
　
桜
井
孝
順
（
同
窓
会
副
会

長
）、
高
14
回
　
橋
本
迪
子
、
橋
本

洋
子
、
高
21
回
　
木
野
省
三
、（
以

上
３
名
高
知
訪
問
者
）
高
23
回
　
三

宅
良
介
（
校
内
幹
事
）

尾崎楠馬先生ご夫妻
結婚25年記念写真

(高6回大竹萬さん寄贈、校長室蔵)

父
と
よ
ば
れ
母
と
よ
ば
る
る
こ
と
も
な
く
て

さ
び
し
か
り
け
り
や
す
け
か
り
け
り

述
懐

く
れ
た
。
私
は
こ
の
一
言
に
励

ま
さ
れ
て
、
７
冊
の
母
に
関
す

る
本
を
出
版
し
、
94
歳
（
９
月

現
在
）
の
今
も
毎
日
数
時
間
の

勉
強
を
し
て
、
今
８
冊
目
を
執

筆
中
。
図
書
館
か
ら
毎
月
20
冊

の
単
行
本
を
借
り
て
全
部
読
破
。

こ
の
情
熱
の
継
続
が
、
私
達

の
培
わ
れ
た
「
見
中
魂
」
の
ガ

ン
バ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

こ
の
特
別
号
発
行
直
前
に
尾
崎
先
生
の
述
懐
の
和
歌
と
ご
夫
婦
の
写
真
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。



（4）平成１５年１０月１０日 尾 崎 楠 馬 先 生 50 回 忌 特 集 特別号

尾崎先生と私、そして家族
高48回　鈴木悠里

『大字典』の御審査用見本
を手にする駒形一路先生

昭
和
19
年
（
67
歳
）

２
月
24
日
静
岡
少
年
保
護
協
会
よ
り
磐
田
少
年
保
護

相
談
所
長
（
初
代
）
を
委
嘱
さ
れ
る

３
月
21
日
３
歳
よ
り
養
育
の
恩
を
受
け
た
叔
父
船
本

楠
吉
郷
里
に
て
病
没
、
享
年
86
歳

昭
和
21
年
（
69
歳
）

６
月
13
日
司
法
省
よ
り
司
法
保
護
委
員
を
命
ぜ
ら
れ

る12
月
８
日
叔
母
船
本
た
け
病
没
、
享
年
78
歳

昭
和
22
年
（
70
歳
）

３
月
１
日
静
岡
県
郡
社
会
教
育
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る

10
月
12
日
卒
業
生
有
志
、
見
付
中
学
校
に
お
い
て
古

希
祝
賀
会
を
開
催

11
月
３
日
多
年
司
法
保
護
委
員
と
し
て
成
績
優
秀
の

た
め
、
静
岡
司
法
保
護
委
員
会
長
よ
り
感
謝
状
を
受

け
る

昭
和
23
年
（
71
歳
）

４
月
１
日
法
務
総
裁
よ
り
静
岡
少
年
審
判
所
調
査
員

（
少
年
保
護
司
）
を
命
ぜ
ら
れ
る

７
月
22
日
磐
田
市
社
会
教
育
委
員
会
委
員
を
委
嘱
さ

れ
る

昭
和
26
年
（
74
歳
）

７
月
磐
田
市
誌
編
纂
委
員
会
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
る

昭
和
28
年
（
76
歳
）

６
月
下
旬
、
胃
に
変
調
を
感
じ
、
７
月
２
日
青
島
猪

太
郎
医
師
の
診
察
を
受
け
、
一
時
小
康
を
得
る
も
９

月
に
入
っ
て
羸
痩
（
る
い
そ
う
）
日
に
加
わ
る

11
月
５
日
小
田
原
勇
氏
と
東
大
医
学
部
講
師
大
津
正

一
氏
と
偶
然
相
会
し
、
東
大
木
本
外
科
松
下
良
司
氏

招
聘
の
こ
と
を
談
合

11
月
８
日
松
下
良
司
氏
来
診
、
同
窓
会
幹
部
と
相
談

の
結
果
、
東
大
に
て
治
療
に
決
す
る

11
月
16
日
青
島
・
鈴
木
両
医
師
、
匂
阪
勝
蔵
氏
及
び

川
島
正
平
氏
に
妻
芳
付
き
添
い
、
雨
中
磐
田
駅
発
、

夜
に
入
り
東
大
付
属
病
院
木
本
外
科
１
号
室
に
入
院

11
月
25
日
木
本
教
授
、
松
下
良
司
氏
、
ほ
か
２
医
師

の
執
刀
に
よ
り
胃
の
手
術
了
わ
る
　

昭
和
29
年
（
77
歳
）

２
月
４
日
諸
方
に
危
篤
の
急
報
を
出
し
、
多
数
の
卒

業
生
等
に
囲
ま
れ
て
夜
に
入
り
最
後
の
挨
拶
を
な

し
、
12
時
静
か
に
眠
り
に
入
る

２
月
５
日
午
前
４
時
25
分
、
静
か
に
息
絶
ゆ
。
７
時
、

大
津
正
一
氏
執
刀
に
て
解
剖
。
こ
の
夜
霊
安
室
に
て

通
夜
、
酒
井
得
元
師
読
経

２
月
６
日
火
葬

２
月
７
日
遺
骨
は
妻
芳
捧
持
し
、
弟
三
郎
及
び
磐
田

南
高
同
窓
生
に
護
ら
れ
て
帰
宅

２
月
21
日
磐
田
南
高
等
学
校
講
堂
に
お
い
て
同
窓
会

葬
挙
行
、
戒
名
は
普
照
院
嵩
嶽
少
林
居
士

３
月
11
日
（
35
日
法
要
の
日
）
27
年
１
月
自
ら
選
定

し
お
き
た
る
磐
田
市
見
付
見
性
寺
の
墓
地
に
埋
葬

８
月
５
日
建
碑
。
墓
誌
銘
は
磐
田
南
高
等
学
校
長
木

原
美
義
氏
、
書
は
受
業
鈴
木
未
央
氏

よ
う
な
記
事
で
し
た
の
で
、
同
じ
よ
う
に

受
け
取
っ
た
方
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と

反
省
い
た
し
ま
し
た
。

早
速
、
今
ま
で
の
経
過
と
組
織
等
々
詳

細
に
返
事
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
折
り
返

し
「
同
窓
会
だ
よ
り
の
記
事
が
極
め
て
簡

単
で
し
た
の
で
、
尾
崎
先
生
の
法
要
が
円

滑
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
希
う
一
人
と
し

て
、
心
配
し
ま
し
た
。
云
々
」
と
温
か
い

ご
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
、
国
際
交
流
Ｍ
Ｖ
高
校
訪
問
に
思
う

学
校
後
援
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
磐

田
市
の
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
の
マ
ウ
ン
テ

ン
ビ
ュ
ー
市
の
高
校
と
の
相
互
訪
問
交
流

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
で
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
第
１
回
訪
問
団
が
、
そ
し

て
本
年
は
６
回
目
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
緊
迫
し
た
世
界
情
勢
を
憂
慮
し
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
５
回
計
150
名

の
生
徒
と
同
行
の
教
職
員
・
後
援
会
役
員

が
Ｍ
Ｖ
高
校
を
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
訪
問
旅
費
等
の
一
部
を
尾
崎

教
育
振
興
基
金
か
ら
助
成
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
学
校
後
援
会
理
事
（
当
時
）
の
一

人
と
し
て
、
こ
の
基
金
の
設
立
・
目
的
等

を
十
分
理
解
し
て
参
加
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
、
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま

し
た
。

同
窓
会
だ
よ
り
に
は
、
訪
問
し
た
生
徒

が
そ
の
成
果
だ
け
を
報
告
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
交
流
の
原
点
を
語
っ
て
い
な
い

の
が
淋
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
大

勢
の
中
で
た
っ
た
一
人
若
い
鈴
木
悠
里
さ

ん
の
コ
メ
ン
ト
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
訪

問
で
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
に
は
ど

れ
だ
け
励
ま
さ
れ
た
か
、
山
内
発
起
人
代

表
が
法
要
の
挨
拶
の
中
で
披
露
し
て
お
り

ま
し
た
し
、
磐
南
高
校
新
聞
で
も
学
校
長

が
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

４
、
２
８
４
名
有
余
か
ら
ご
芳
志

中
１
回
〜
高
49
ま
で
の
２
８
４
個
人
と
、

中
17
回
・
高
11
回
生
一
同
お
よ
び
関
東
・

磐
田
支
部
か
ら
約
98
万
円
の
ご
芳
志
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

法
要
費
用
、
墓
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

特
別
号
発
行
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
残
金
は
、
遺
品
の
整
理
保
管
な

ど
に
当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
60
年
７
月
尾
崎
教
育
振
興
基
金
設
立

没
後
30
年
を
機
に
、
遺
族
の
尾
崎
道
子
さ
ん
か
ら
、

尾
崎
邸
跡
地
の
寄
贈
が
あ
り
設
立
。

こ
の
売
却
代
金
と
同
窓
会
募
金
、
そ
の
他
の
寄
付

金
合
わ
せ
て
４
６
３
８
万
円
（
昭
和
62
年
末
現
在
）

を
原
資
と
す
る
。
そ
の
後
、
卒
業
生
保
護
者
や
70
周

年
事
業
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
増
額
。
基
金
よ

り
生
ず
る
利
息
を
活
用
し
、
生
徒
・
教
職
員
の
研
究
、

顕
著
な
業
績
、
母
校
に
お
け
る
教
育
の
質
的
充
実
発

展
に
奨
学
援
助
を
行
っ
て
い
る

私
は
１
９
９

５
年
３
月
姉
妹

校
Ｍ
Ｖ
高
校
を

訪
問
し
、
異
文

化
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

い
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
、
訪
問
費
の
一
部

を
尾
崎
教
育
振
興
基
金
か
ら
助

成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
代
校
長
で
あ
る
尾
崎
楠
馬

先
生
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

人
柄
で
名
物
校
長
先
生
だ
っ
た

こ
と
や
、
赴
任
さ
れ
た
折
に
は

曾
々
祖
父
と
交
際
が
あ
っ
た
こ

と
、
祖
母
の
兄
（
見
中
15
回
生
）

が
戦
死
し
た
と
き
に
弔
辞
を
詠

ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど

を
、
祖
母
か
ら
聞
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、

磐
南
へ
の
入
学
・
卒
業
の
際
や

Ｍ
Ｖ
高
校
訪
問
の
折
、
帰
省
の

と
き
に
は
、
尾
崎
先
生
の
お
墓

参
り
を
家
族
と
共
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
尾

崎
先
生
と
お
会
い
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｍ
Ｖ
高
校
へ

の
訪
問
の
機
会
や
、
同
窓
会
だ

よ
り
を
読
む
中
で
、
尾
崎
先
生

の
こ
と
を
少
し
ず
つ
知
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
尾
崎
先
生
を
筆

頭
に
創
立
以
来
、
諸
先
生
・
諸

先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
磐

南
と
い
う
一
つ
の
場
で
得
た
人

と
時
と
の
出
会
い
は
、
大
変
充

実
し
た
も
の
で
今
の
自
分
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

過
ご
し
た
三
年
間
の
高
校
生
活

で
実
際
に
経
験
し
た
こ
と
を
越

え
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
尾
崎
先
生
や
磐

南
は
、
素
晴
ら
し
い
環
境
で
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
得
た
高
校
生

活
で
し
た
。
こ
の
体
験
を
生
か

し
、
未
来
に
向
っ
て
今
や
そ
の

時
そ
の
時
を
大
切
に
歩
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

人
生
の
出
会
い
で
し
た
。

尾
崎
先
生
は
、
中
２
回
卒
、

高
田
忠
一
氏
あ
て
の
書
簡
の
中

で
次
の
よ
う
に
高
知
を
自
慢
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

「
…
よ
く
高
知
を
訪
ね
て
下

さ
っ
た
。
播
磨
屋
橋
も
帯
屋
町

も
思
い
出
の
橋
で
あ
り
町
で
あ

り
、
焼
け
残
っ
た
天
守
閣
は
土

佐
人
に
取
っ
て
は
追
憶
の
的
で

あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。
若
し
若

干
の
暇
が
あ
っ
た
ら
、
せ
め
て

は
月
の
名
所
の
桂
浜
に
大
町
桂

月
を
偲
び
、
雄
大
な
坂
本
龍
馬

の
銅
像
と
其
の
背
景
と
な
り
前

景
と
な
っ
て
お
る
自
然
の
景
象

を
十
二
分
に
観
賞
し
て
貰
い
た

か
っ
た
。
更
に
豪
宕
な
室
戸
岬
、

神
秘
を
極
め
た
龍
河
洞
の
鐘
乳

窟
を
探
っ
て
下
さ
っ
た
ら
と
、

数
え
立
て
れ
ば
未
練
は
数
々
御

座
る
。
…
」（
昭
和
25
年
11
月

10
日
付
）

ま
た
、
先
生
は
五
千
首
句
に

母
校
の
図
書
室
の
一
角
に
、

「
尾
崎
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。

尾
崎
先
生
の
蔵
書
を
は
じ
め
、

開
校
当
時
の
貴
重
な
資
料
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
古
く
傷

つ
い
た
書
棚
に
埃
を
か
ぶ
り
、

無
造
作
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

も
及
ぶ
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
を

詠
ま
れ
ま
し
た
。

子
を
持
た
ぬ
我
に
し
あ
れ
ば

逝
き
ま
し
し
　
父
母
の
み
ぞ
恋

し
か
り
け
る

草
餅
や
　
母
の
石
碑
も苔む

し
ぬ

と
、
郷
里
の
父
母
を
慕
う
気
持
ち

に
心
が
痛
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
先

生
は
近
隣
の
校
歌
を
沢
山
作
詩

さ
れ
、
晩
年
の
作
で
あ
る
新
居
中

学
校
の
校
歌
に
は
「
…
海
上
は
る

か
朝
日
は
の
ぼ
る
お
お
ら
か
に

心
も
た
な
ん
…
」
と
詠
っ
て
い
ま

す
。
先
生
が
青
春
時
代
、
水
泳
に

ボ
ー
ト
に
と
活
躍
さ
れ
た
桜
浜
、

手
結
の
港
等
、
雄
大
な
高
知
の
海

と
山
と
に
重
な
り
ま
す
。

磐
田
の
地
に
全
生
涯
を
捧
げ

て
下
さ
っ
た
先
生
に
代
わ
っ
て

先
生
と
ご
縁
の
あ
る
方
々
に
出

会
い
、
高
知
の
風
土
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
。

高
34
回
生
の
駒
形
一
路
先
生

は
、
近
頃
そ
れ
ら
の
整
理
を
手

が
け
、
授
業
に
活
用
し
後
輩
生

徒
達
に
尾
崎
先
生
の
偉
業
を
伝

え
て
お
り
ま
す
。

尾
崎
文
庫
に
は
、
昭
和
初
期

の
新
版
『
大
字
典
』
の
御
審
査

用
見
本
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
啓
成
社

『
大
字
典
』
の
跋
（
あ

と
が
き
）
に
は
、
編

著
者
の
榮
田
猛
猪

（
た
け
い
）
氏
（
尾
崎

先
生
と
は
高
知
師
範

同
期
卒
業
の
盟
友
）

の
述
懐
と
し
て
、
そ

の
10
有
余
年
の
過
程

が
詳
し
く
載
っ
て
い

ま
す
。

「
…
余
が
終
日
筆

を
握
り
、
気
餒
ゑ
胸
痛
み
、
憂

鬱
遣
る
に
由
な
き
時
、
忽
ち
来

り
て
詩
を
吟
じ
、
思
を

べ
、

以
て
余
を
慰
め
、
余
を
労
り
し

は
、
余
が
二
十
年
来
の
心
友
尾

崎
楠
馬
君
…
」（『
大
字
典
』
跋
よ
り
）

「
心
友
」
に
敬
意
を
表
し
て
、

世
に
出
る
前
に
贈
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

高
知
・
心
の
旅
を
し
ま
せ
ん
か

世
話
人

高
14
回
　
橋
本
迪
子

尾
崎
文
庫
に
光
を
！

世
話
人
副
代
表中

20
回

柏
原
博
一

最前列右から2人目が鈴木悠里さん

預かっているダンボール箱から母校の歴
史をひもとく数々の書簡等が見つかった

は
ぐ
ま
楽
書
会
（
高
３
回
飯
田
弘
治
代
表
）
は
、
尾
崎
楠
馬
先
生
が
詠
ま
れ
た
和
歌
や
漢
詩
を
題
材
に
し
た
書
作
展
を
、
平
成
16
年
２
月
下
旬
、
磐
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

磐田　　浜松　　名古屋　　新大阪　　岡山　　後免　　赤野 

羽田空港　　　高知空港　　　　　　　　　　野市　　　赤野 

高知旅行のお知らせ 
決定 日程　平成16年4月10日（土）～4月12日（月） 

途中・現地合流、部分参加も歓迎。参加希望者には人数を把握次第詳細をお知らせ致します。 
問い合わせ、参加希望は、12月末日までに下記へはがきでお申し込み下さい。 
 〒438-0086 磐田市見付3084　　磐田南高校、校内幹事　伊藤修二 まで 

 6:52 7:12 8:03 8:58 9:52 12:33 13:10

 10:10 11:25着 12:42 13:10

片道運賃 
17,000円位 

片道運賃 
24,000円位 

（タクシーで10分 1,000円位） 

（案） 


